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固定資産の減損損失及び子会社の株式評価損・貸倒引当金の計上 

並びに通期連結・個別業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年８月期第４四半期の決算において、下記のとおり固定資産の減損損失及び子会社の

株式評価損・子会社への貸付金に対する貸倒引当金繰入額を特別損失に計上いたしましたので、お知

らせいたします。また、2025 年７月 15 日に公表いたしました 2025 年８月期通期連結・個別業績予想

と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 １．特別損失の計上 

 当社は、今後の事業環境及び見通し等を踏まえ、「固定資産の減損にかかる会計基準」等に基づ

いて将来の回収可能性を検討した結果、2025 年８月期連結決算において店舗の減損損失 207,355 

千円を特別損失に計上いたしました。また連結子会社である株式会社 No.（ナンバードット）の業

績及び今後の見通しを検討した結果、同社株式の価値が著しく低下したため、子会社の株式評価損

50,000 千円、同子会社への貸付金の回収可能性を検討した結果による貸倒引当金繰入額 31,399 千

円を特別損失に計上いたしました。なお、当該株式の評価損 50,000 千円及び当該貸倒引当金繰入

額 31,399 千円は連結財務諸表において消去されるため、連結業績への影響はございません。 

これにより通期連結決算における特別損失は、店舗の改装等に伴う固定資産廃棄損 23,306 千円、

減損損失 218,207 千円、店舗閉鎖損失引当金繰入額 37,970 千円、リース解約損 2,716 千円の合

計 282,201 千円となりました。 

 

 ２．2025 年８月期 通期業績予想と実績との差異 

 

（１）2025 年８月期 連結通期業績予想と実績との差異（2024年９月１日～2025年８月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社 
株主に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2025 年７月 15 日） 

百万円 

8,572 
百万円 

△438 
百万円 

△469 
百万円 

△639 
円 銭 

△250.98 

実績（Ｂ） 8,841 △404   △435 △808 △317.59 

増減額（Ｂ－Ａ） 269 34 34 △169 － 

増減率（％） 3.1 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年８月期） 
10,780 △158 △186 △459 △180.39 

 

 

                                       



 

（２）2025 年８月期 個別通期業績予想と実績との差異（2024年９月１日～2025年８月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2025 年７月 15 日） 

百万円 

8,128 
百万円 

△368 
百万円 

△391 
百万円 

△559 
円 銭 

△219.63 

実績（Ｂ） 8,414 △344   △366 △818 △321.28 

増減額（Ｂ－Ａ） 286 24 25 △259 － 

増減率（％） 3.5 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年８月期） 
10,232 △240 △260 △496 △194.97 

 

 

 （差異の理由） 

（１） 連結 

2025 年７月 15 日公表の予想と実績の差異につきましては、個別の差異により、

売上高・営業利益・経常利益が前回予想を上回る結果となりましたが、親会社株主

に帰属する当期純利益につきましては、前回予想を下回る結果となりました。な

お、前記のとおり個別決算における子会社株式の評価損及び子会社への貸付金の貸

倒引当金繰入額は連結財務諸表において消去されるため、連結業績への影響は発生

しておりません 

 

（２） 個別 

2025 年７月 15 日公表の予想と実績の差異につきましては、売上高は 7 月・8 月に

おける宝飾品・地金商品の販売が想定を上回って好調に推移したため、予想を上回

る結果となりました。これにより営業利益、経常利益につきましても、予想を上回

る結果となりました。当期純利益につきましては、上記１．のとおり、固定資産の

減損損失及び子会社株式の評価損・子会社への貸付金に対する貸倒引当金繰入額を

特別損失に計上したことから、前回予想を下回る結果となりました。 

 

３．その他 

2025 年８月期の決算概況等につきましては、本日公表の「2025 年８月期 決算短信[日本

基準]（連結）」をご確認ください。 
 

以 上 


